
定
す
る
S
W
R
®
の
新
工
場
が
そ
れ
だ
。

 

「
フ
ジ
ク
ラ
の
技
術
力
は
、新
製
品
の
開
発

の
み
に
注
が
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
岡
田
氏
。「
私
た
ち
が
長
い
歴
史
の
中
で

目
指
し
て
き
た
も
の
は
、つ
ね
に
新
製
品
と

新
製
造
技
術
を
セ
ッ
ト
で
開
発
す
る
こ
と
。

佐
倉
の
S
W
R
®
新
工
場
で
も
、今
、あ
ら

ゆ
る
最
新
技
術
を
投
入
し
な
が
ら
、製
造

装
置
の
設
計
・
開
発
・
製
造
を
同
時
進
行
し

て
い
ま
す
」。

　
S
W
R
®
は
き
わ
め
て
高
精
度
の
金
型

を
使
い
、繊
細
な
製
造
工
程
を
経
て
完
成
す

る
。フ
ジ
ク
ラ
は
超
微
細
加
工
技
術
を
駆
使

し
て
金
型
も
内
製
化
し
、他
の
追
随
を
許
さ

な
い
生
産
性
、高
品
質
を
実
現
す
る
。

 

「
製
品
開
発
と
製
造
技
術
開
発
は
、ク
ル
マ

の
両
輪
。そ
の
二
つ
を
両
立
す
る
の
が
、技

術
の
フ
ジ
ク
ラ
た
る
ゆ
え
ん
」と
、岡
田
氏

は
胸
を
張
る
。

　
中
期
計
画
で
は
、2
0
2
5
年
以
降
を

見
据
え
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
へ
の

貢
献
も
今
後
の
経
営
の
柱
と
し
た
。新
工

場
は
、徹
底
し
た
省
エ
ネ
と
、太
陽
光
発
電

情報インフラ、情報ストレージ、情報端末、新規事業……
幅広い領域で価値創造を続ける

間
だ
。中
期
計
画
の「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

目
標
2
0
2
5
」の
中
で
も
、フ
ジ
ク
ラ
は

「
世
界
で
通
用
す
る
有
能
な
人
財
集
団
」を

う
た
っ
て
い
る
。同
社
は
世
界
各
地
に
約

1
4
0
の
拠
点
を
持
ち
、売
上
に
占
め
る

海
外
比
率
は
7
割
に
及
ぶ
。グ
ロ
ー
バ
ル

人
財
の
獲
得
と
育
成
は
、重
要
な
経
営
課

題
の
一
つ
と
言
え
る
。

　
フ
ジ
ク
ラ
で
は
階
層
別
研
修
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
設
け
て
い
る
が
、ユ

ニ
ー
ク
な
の
は
次
世
代
経
営
者
を
育
成
す

る
一
連
の
研
修
制
度
を
有
し
て
い
る
こ
と

だ
。岡
田
氏
は
そ
の
第
1
期
生
で
あ
り
、現

在
フ
ジ
ク
ラ
の
経
営
ト
ッ
プ
と
し
て
世
界
5

万
5
0
0
0
人
の
グ
ル
ー
プ
社
員
を
先
導

す
る
。

「
当
社
社
員
に
求
め
る
の
は
、事
業
家
た

れ
、と
い
う
こ
と
。一
人
ひ
と
り
が
経
営
を
担

う
気
持
ち
で
、新
し
い
事
業
を
創
出
し
、会

社
と
自
身
の
自
己
実
現
を
成
し
遂
げ
る
。そ

の
よ
う
な
人
財
戦
略
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
き
た
い
」と
、岡
田
氏
は
前
を
見
据
え
る
。

　
情
報
通
信
を
始
め
多
画
的
な
分
野
に
お

い
て〝
つ
な
ぐ
〞テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
、「技
術
の
フ

ジ
ク
ラ
」は
、優
れ
た
人
財
と
共
に
、新
た
な

価
値
創
造
と
社
会
貢
献
を
続
け
て
い
く
。

ー
ゲ
ッ
ト
は
、膨
大
な
デ
ー
タ
処
理
と
ス
ト

レ
ー
ジ
を
必
要
と
す
る
ハ
イ
パ
ー
ス
ケ
ー

ル
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー（
H
S
D
C
）だ
。「
フ

ジ
ク
ラ
の
有
す
る
電
子
部
品
・コ
ネ
ク
タ
技

術
や
超
高
密
度
光
配
線
技
術
が
、優
れ
た

H
S
D
C
の
構
築
に
役
立
ち
ま
す
」と
岡
田

氏
。情
報
端
末
領
域
が
包
含
す
る
の
は
、パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
、ウ
エ
ア
ラ

ブ
ル
、A
R
／
V
R
、ド
ロ
ー
ン
、次
世
代
自

動
車
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
製
品
。そ
れ
ら
に

不
可
欠
な
セ
ン
サ
ー
や
ス
イ
ッ
チ
、コ
ネ
ク

タ
、回
路
基
板
、ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
な
ど

の
多
種
多
様
な
電
子
部
品
群
も
フ
ジ
ク
ラ

の
技
術
力
が
生
み
出
し
て
い
る
。

　
め
ま
ぐ
る
し
く
変
転
す
る
国
内
外
の
環

境
に
も
フ
ジ
ク
ラ
は
敏
感
に
反
応
し
て
い

る
。た
と
え
ば
米
国
で
24
年
度
か
ら
始
ま
る

B
A
B
A
※
に
対
し
て
は
、S
W
R
®
／

W
T
C
®
の
全
工
程

を
米
国
内
で
製
造
す

る
体
制
を
整
え
る
こ

と
に
し
た
。

「
技
術
の
フ
ジ
ク
ラ
」

ブ
ラ
ン
ド
の
再
構
築

を
象
徴
す
る
設
備
面

で
の
増
強
も
進
ん
で

い
る
。千
葉
県
佐
倉
市

に
、25
年
度
稼
働
を
予

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
中
心
と
す
る
情
報
通
信
の
他
、エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
自
動
車
、高
温

超
電
導
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
展
開
す
る
フ
ジ
ク
ラ
。抜
本
的
な
構
造
改
革
、

経
営
改
革
を
進
め
て
、22
年
度
の
最
終
利
益
は
4
0
9
億
円
と
過
去
最
大
に
。続
く

23
年
度
純
利
益
も
過
去
最
高
を
更
新
す
る
見
通
し
だ
。持
続
的
成
長
フ
ェ
ー
ズ
に
舵
を

切
っ
た
フ
ジ
ク
ラ
。岡
田
社
長
C
E
O
に〝
技
術
の
フ
ジ
ク
ラ
〞の
強
み
と
、た
ゆ
み
な
い

価
値
創
造
を
支
え
る
人
財
戦
略
に
つ
い
て
聞
い
た
。

等
の
創
エ
ネ
に
よ
る「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
工
場
」を
目
指
す
。

　
新
規
事
業
へ
の
挑
戦
に
も
精
力
的
だ
。代

表
例
が
、高
温
超
電
導
線
材
の
開
発
で
あ

る
。液
体
窒
素
温
度
域
で
電
気
抵
抗
が
ゼ

ロ
に
な
る
高
温
超
電
導
の
適
用
範
囲
は
広

く
、と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、二
酸
化
炭

素
を
排
出
し
な
い
究
極
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
言
わ
れ
る
核
融
合
発
電
技
術
へ
の
応
用

だ
。フ
ジ
ク
ラ
は
約
30
年
、こ
の
夢
の
技
術

を
線
材
な
ど
の
部
材
か
ら
支
え
る
こ
と
に

取
り
組
む
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

る
。フ
ジ
ク
ラ
の
高
温
超
電
導
線
材
は
す
で

に
研
究
用
や
実
験
用
の
核
融
合
炉
に
採
用

さ
れ
、早
期
の
商
用
化
を
目
指
し
て
い
る
。

「
フ
ジ
ク
ラ
独
自
の
技
術
に
よ
る
高
温
超

電
導
線
材
は
、高
品
質
で
安
定
性
に
優
れ
、

核
融
合
炉
の
小
型
化
に
つ
な
が
り
ま
す
」と

岡
田
氏
は
強
調
す
る
。

　
こ
う
し
た
フ
ジ
ク
ラ
の
多
角
的
な
事
業

を
支
え
て
い
る
の
は
、言
う
ま
で
も
な
く
人

【 取材協力：株式会社フジクラ https://www.fujikura.co.jp/ 】 週刊エコノミスト 2024.2/20・27合併号 掲載

バ
ー
を
敷
設
で
き
、工
事
費
も
抑
え
ら
れ

る
と
、国
内
外
で
そ
の
評
価
は
絶
大
だ
。

　
岡
田
氏
は
、「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
出
発
し
た
当
社
が
、巨
大
な
資
本
力

を
有
す
る
競
合
と
戦
い
、優
位
性
を
保
ち

続
け
る
に
は
、技
術
力
を
磨
き
上
げ
る
し
か

な
い
と
い
う
強
い
思
い
が
1
3
0
余
年
の

歴
史
を
作
っ
て
き
た
。将
来
の
さ
ら
な
る
成

長
に
向
け
て
も
技
術
の
フ
ジ
ク
ラ
の
維
持
、

再
構
築
が
、中
期
計
画
に
お
け
る
最
大
の
眼

目
で
す
」と
強
調
す
る
。

　
フ
ジ
ク
ラ
が
中
期
計
画
で
具
体
的
に
掲

げ
た
核
心
的
事
業
領
域
は
、「
情
報
イ
ン
フ

ラ
」、「情
報
ス
ト
レ
ー
ジ
」、「情
報
端
末
」の
3

つ
。情
報
イ
ン
フ
ラ
領
域
で
は
、S
W
R
®
／

W
T
C
®
に
代
表
さ
れ
る
先
進
的
な
光
技

術
を
ベ
ー
ス
に
高
度
情
報
化
社
会
の
牽
引

を
目
指
す
。情
報
ス
ト
レ
ー
ジ
領
域
で
の
タ

「技術のフジクラ」

※ビルド・アメリカ・バイ・アメリカ法。インフラに用いられる建材や工業製品などが米国内で生産されない限り、連邦政府は資金を拠出しない

　
フ
ジ
ク
ラ
は
2
0
2
3
年
5
月
、2
0

2
5
年
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
た
。そ

の
冒
頭
で
岡
田
氏
が
強
調
し
た
の
は
、同
社

の
D
N
A
で
あ
る「
技
術
の
フ
ジ
ク
ラ
」で

あ
る
。1
8
8
5
年
、藤
倉
善
八
に
よ
る
個

人
企
業
と
し
て
創
業
し
、電
気
の
時
代
を

先
取
り
、進
取
の
精
神
で
電
線
製
造
に
乗

り
出
し
た
フ
ジ
ク
ラ
は
、社
会
や
顧
客
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
即
応
し
、つ
ね
に
優
れ
た
技
術

力
で
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
を
生
み
出
し
て
き

た
。そ
の
一
つ
が
、現
在
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
主

力
商
品
と
な
っ
て
い
る「
S
W
R
®（
ス
パ
イ

ダ
ー
・
ウ
ェ
ブ・リ
ボ
ン
）／
W
T
C
®（
ラ
ッ

ピ
ン
グ
・
チ
ュ
ー
ブ
・
ケ
ー
ブ
ル
）」で
あ
る
。

岡
田
氏
が
開
発
を
主
導
し
た
製
品
で
、

S
W
R
®
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
間
欠
的
に

接
着
し
蜘
蛛
の
巣
状
に
接
着
し
た
も
の
、そ

れ
ら
を
束
ね
て
ケ
ー
ブ
ル
化
し
た
も
の
が

W
T
C
®
だ
。従
来
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
高

密
度
で
細
く
、軽
く
施
工
性
に
も
優
れ
る
。

狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
よ
り
多
く
の
光
フ
ァ
イ

カーボンニュートラル社会の実現を目指す
「高温超電導線材」

“技術のフジクラ”の主力製品である超高密
度光ファイバーケーブル「SWR®/WTC®」

株式会社フジクラ
創 業：1885年藤倉善八により

創業
事業内容：高密度光ファイバーケーブ

ルなどエネルギー・情報通
信事業、電子部品・コネク
タ事業、ワイヤーハーネス
など自動車部門、高温超電
導やミリ波、医療関連など
新規事業の他、不動産事
業など多岐にわたる

従業員数：世界各地の約140の拠点
に約5万5000人（連結）

資 本 金：530億円 
業 績：（2023年3月期、連結）
　営業利益：702億円（過去最高）
　純 利 益：409億円（過去最高）

会社沿革

多角的な事業を支える人財育成へ込められた想い
株式会社フジクラ 岡田 直樹取締役社長CEO
1964年埼玉県出身。千葉大学工学部卒業。1986年藤倉電線
（現フジクラ）入社。2008年光ケーブル開発部長、14年次世
代光ケーブル事業推進室長などを経て、21年取締役COO。
22年4月から現職。

2025年稼働予定のSWR®新工場完成予想図
徹底したDXとカーボンニュートラル化を図り、フジクラの製造技術
の粋を集めた新工場。太陽光パネルがふんだんに採用されている

®

®

中
期
経
営
計
画
の
主
眼
は

「
技
術
の
フ
ジ
ク
ラ
」

ブ
ラ
ン
ド
の
再
構
築

新
た
な
事
業
を
創
出
で
き
る

事
業
家
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た

グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
を
育
成
す
る

新
製
品
と
製
造
技
術
の

ダ
ブ
ル
の
開
発
力
で

他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
優
位
性
を
獲
得


